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背景・目的  再生可能エネルギーを長期安定なエネ

ルギー源とするための研究開発が要望されており、その

一つとして、炭素ベースの太陽光吸収体によるエネルギ

ーデバイス[1]が注目されている。本研究は太陽光エネ

ルギーに着目し、光吸収率が高い材料として知られるカ

ーボンナノチューブ（CNT）を利用し、太陽光の高効

率熱変換が可能な集熱デバイスを開発することを目標と

する。本研究室ではこれまで、CNT 構造体のランプ加

熱特性を調査・報告し、先行研究[2]で６cm 角の th-

SiO、Cu、Al 基板に、MWNT 分散液を塗布し、（1cm2

当たりの塗布量を 0µL〜 56µL と変えた CNT 塗布膜に

ついて）ランプ照射加熱による基板温度上昇を評価し

た。これにより CNT 塗布膜により、試料温度の上昇率

が増加することが確認できた。塗布量と昇温速度の関係

が明確ではなかったので本研究で明らかにすることを本

研究の目的とする。 

 

実験方法  MWNT（多層カーボンナノチューブ）分

散液（エタノール分散、名城ナノカーボン製）の使用量

を”0, 2, 4, 5, 10, 15, 25, 35, 45, 55, 65, 250 [µl]”の計 12

種とし、分散液をエタノール（EtOH）で希釈し

100~250uL に容量を揃えた塗布液を作製し、マイクロ

ピペットを用いて塗布を行った。 

 スライダック電源出力を”10,15,20 [V]”に設定し、ハ

ロゲンランプ”IR198UT（サーモ理工製）”で、基板加熱

を 5 分間行い、基板裏温度を赤外線カメラ／熱電対、投

入電力をマルチメータで測定し、CNT 塗布膜の膜厚と

熱吸収特性の相関を評価した。 

 

結果  分散液量が０〜20µLの塗布量では、塗布量

の指数関数で温度が上昇し、20µL 以上では温度は飽和

する傾向が確認できた。 

 

 

図 1．最高到達温度の分散液量依存性 

図 2．ランプ加熱時における試料温度の推移 

 

考察  20µL 以下試料におけるランプ照射加熱時の温

度は、膜厚の指数関数で膜厚に依存しており、Beer-

Lambert の法則の式に従う吸収機構に従っていると考え

られる。一方で、２０µL以上に差が出なかった理由

は、CNT の軸と直交方向への断熱性の高さから、温度

上昇が抑制されたのではないかと考えている。 

 発表では、温度上昇と、光吸収の相関について、FT-

IR などの測定結果を合わせて報告する予定である。 
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